
厚労省子ども家庭局橋本泰宏新局長訪問 

 

10 月 15 日に佐藤副会長とともに新任となった橋本泰宏局長にお会いして、ご挨拶を行

いました。さらに全国病児保育協議会並びに病児保育事業の現況に関してご説明し、問題点

を明らかにしてその改善をお願いいたしました。その後、林俊宏新保育課長、西浦保育課長

補佐と 4 人で、席を変えて 1 時間にわたり病児保育事業の改善策について懇談しました。 

 病児保育事業の対象拡大に関しては現在の関係法によると難しく、事業を兼ねて行う、複

数事業の単独施設での施行に可能性がありそうです。厚労省での方針を定め、各自治体に通

達の発出をお願いしました。この件に関しては今後も強く訴えていきます。 

 

要望書の要点 

１．財政的支援の増大 

２．病児保育事業の適応範囲の拡大 

３．病児保育事業に対する経営調査、職員待遇に関する調査のお願い。 

４．病児保育施設に就労する保育士の待遇改善 

５．保育士の定員増  

６．お迎えサービス実施施設に関して  

７．子育て世代包括支援センターでの病児保育専門士の役割 

８．橋本局長への第 32 回全国病児保育研究大会へのご出席、ご講演のお願い 

 

追加要望 

COVID19 流行時のお願い 

＃１、COVID19 の発症に関する情報公開 

（園名、クラス等、保護者、園児、職員別の発症者人数等） 

＃２．COVID19 ウイルス抗原測定キットの配布 

 

 

令和 3 年 10 月 19 日 全国病児保育協議会 会長  大川洋二 


